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星鍛 30糎使用 91糎使用 差
〃 〃 〃20 0．52 0．42 十〇．io
25 0．62 0．54 十〇．08
20 0．71 0．64 十〇．07
24 0．S1 0．79 十〇．02
24 1．07 1．03 十〇．04
21 1．38 1．39 ＿0．01
26 2．13 2．10 十〇．03
18 4．49 4．53 ＿0．04
ど系統的誤差はなくなって了ふ．
　2．接　眼鏡
第7表に依って明らかなる如く，系
統的誤差の大きv・のは30糎の分離能
力（0！’42）の2倍の所までNあって，
それ以上は小さい．所が人に依って
は逆の符號を示して，30糎で測った
方が46糎や，102糎で測ったよりも
距離を小さく測ってみる人もある．
が何れにせよ，距：離の小さい調程誤
差が大きく，5秒位ひになると殆ん
　使用する接眼鏡の倍率は一際大切な事ではあるが，之れに關する規約と言
ったものは簡軍には述べられない．只原則として，
　　　　辺イングの許す限り高倍傘を使用する．
と言ふ事を三軍すればよVb．事實シ1イングの悪い時，高倍率を用ふると，立
像が踊る許りでなく中央像が見えなくなる事がある．力砥る夜に無理に観測
しやうと思へば低倍率を用ひ，且つ距離の遠い封を測る様にしなければなら
ぬ・併しシ1イング良好の夜に高催車で測る程慣値のなVO事は勿論である・
花山の測微器には440倍より高倍率は付いてみないので私は殆んど之れ許り
使用してみるが，Ai亡kenに依ると91糎望遠鏡の揚合，5秒以上の距離の封に
は520倍，1秒の封には1000倍，0．5秒以下の封にはiOOO～3000倍を使用してみ
る由である．（つy“く）
